
宣 言 日 令和　　４年　10月　4日

住 所 白岡市小久喜938-12

県 内 企 業 等 の 名 称 医療法人社団哺育会　白岡中央総合病院

代 表者 役職 氏名 院長　橋本　視法

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

(様式第２号)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

医療法人社団哺育会　白岡中央総合病院

取組方針を下記のとおり宣言します。

記

当院の理念「安全で確実なわかりやすい医療」をもとに、病気を抱えながらも地域で生活を続けられるようサポート
する生活支援型医療を提供することにより、SDGｓの達成に貢献して参ります。

指　標

環境

両面印刷や資料の電子化を図り、コピー用紙の
使用量削減を行う。
＜（現状値）202１年の数値＞
コピー用紙使用枚数：2,797,500枚／年

＜2030年に向けた指標＞

２０２１年比　15%削減（2,377,875枚/年）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

２０２１年比　5%削減（2,657,625枚/年）

社会

地域住民や医療施設等への講演会や研修会、
予防教室など、地域の健康水準を高める活動
を継続的に行う。
＜（現状値）202１年の数値＞
地域の健康水準を高める活動回数：１回／年
（参加人数１０人）

＜2030年に向けた指標＞

10回／年（参加人数１２０人）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

5回／年（参加人数５０人）

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

経済

医療関係職種の人材育成と、職員の働きがい
向上のため、時間外労働の削減と有給休暇の
取得促進を行う。
＜（現状値）202１年の数値＞
①厚生労働大臣指定講習会受講修了者：０名
②平均時間外労働時間：47.3時間/年
③有給休暇取得平均日数：12.3日/年

＜2030年に向けた指標＞

①2０名　②2021年比　10％削減　③15日/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①３名　②2021年比　5%削減　③14日/年


